
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018 年の新年を迎え、謹んで年頭のご挨拶を申し上げますとともに、日頃からの連合運動に対する皆

さまのご支援に心より御礼申し上げます。 

 

いつの時代も労働運動は、より良い職場・社会の構築に向けた変革の、まさに言動力でなければなり

ません。連合はその先頭に立ち、結成 30年の節目を前に、未来への希望をつなぐ包摂的な社会づくりへ

運動を強化していくことが求められます。 

 

人口構造の変化や押し寄せる技術革新の波を克服しながら、「働くことを軸とする安心社会」の実現に

むけた流れを、加速し、展望を切り開く所存です。 

 

本年も引き続き、連合鳥取に結集していただき、より一層のご支援をお願い申し上げます。 

2018 年が皆様方にとって素晴らしい一年になりますよう、ご健康とご多幸を心よりお祈り申し上げ、

新年のご挨拶とさせていただきます。本年も連合鳥取中部地協を何卒よろしくお願い致します。 

 

連合鳥取中部地域協議会 議長 笠見一也 

                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月 12 日（金）、三朝温泉「明治荘」で中部地協の新春のつどいを盛大に開催しました。 

火曜日頃から流れ込んだ寒気の影響で低温注意報が発令される中、連合鳥取澤田陽子副会長をはじめとする多数の

ご来賓をお招きし、単組・地協役員など全体で 38人の参加者で和気あいあいとした新春のつどいとなりました。 

まず、主催者を代表して笠見一也議長が「昨年の選挙のお礼に加え、『働き方改革』は与えられるものではなく、

現場労使の交渉が不可欠。2018春闘とあわせて積極的に取り組んでいきます」と挨拶しました。そして、連合鳥取

澤田陽子副会長と民進党鳥取県連興治英夫幹事長から激励と連帯の挨拶を頂きました。 

 つどいは、労福協中部支部の平信憲一支部長の乾杯の音頭で始まり、各単組の代表者は新年の挨拶を交わしながら

今春闘に向かう意気込みや単組の状況について意見交換を行うなど大変盛り上がり楽しく懇親を深めました。 

 後半には、今回初めてビンゴゲームを行い栄誉ある「明治荘ペアお食事券」は日圧スーパーテクノロジーズ労組の

生部達也委員長に当たり、大変盛り上がった「つどい」となりました。 
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～新体制で地協運動がスタート～ 

11月 29日（水）中部教育会館において、出席代議員 44人（内女性 15人）が出席し、第 23回定期総会を開催しました。 

総会の議長には松本代議員（私鉄総連）と湯原代議員（全労金）の２人を選出した後、主催者を代表して鈴木和夫議長が

「倉吉市・北栄町議会議員選挙と第 48 回衆議院議員選挙の 2 度の選挙の取り組みに対するお礼と 2018 春闘で労働組合

が地域地場賃金のけん引役として期待されていること、最後に議長としてこの 2 年間大変お世話になったこと」等感謝の言

葉を交えた挨拶を行いました。 

来賓には、連合鳥取本川博孝会長をはじめとする政党・県・友好団体・推薦議員など多くの方の出席があり、代表して本

川会長と民進党県連伊藤代表から激励と連帯の挨拶を頂きました。 

そして、2017年度一般経過報告、2017年度会計決算報告及び中部地協役員選挙規則の制定について報告・承認があり

ました。議事では、第１号議案の 2018年度運動方針案と第２号議案の 2018年度予算案、そして笠見議長を先頭とした新体

制についても原案通りに承認された。新体制では、新たに自治労から村岡幹事を選出し組織強化をはかりました。 

最後に、笠見新議長が 2018春闘勝利に向け、団結ガンバロー！を三唱し第２３回の総会を閉会しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改選期となった今総会では、退任する名和前議長が代表し、新役員では米橋新議長が代表して「労働組合の存在意義を知って

もらい、活動に参画することが結果として自分達の幸せに繋がっていくものである」と挨拶を行い、最後に、団結がんばろーを

三唱し定期総会を無事閉会しました。 

 

総会スローガン 

～次の飛躍へ 確かな一歩を～ 

 

 １月 11日（木）午前 11時、倉吉市役所で中部地域協議会（笠見一也議長）が倉吉市石田耕太郎市長と倉吉市

教育委員会福井伸一郎教育長に 28項目を 2018年度予算に反映するように要求しました。 

＜震災対策・復興支援＞２項目 

＜雇用・労働政策＞６項目 

＜行政改革＞２項目 

＜教育政策＞６項目 

＜公共交通・運輸政策＞５項目 

＜情報化社会政策＞１項目 

＜子育て政策＞２項目 

＜福祉・医療政策＞２項目 

＜農業政策＞２項目 

 

 詳細な要求項目については、紙面の関係で記載出来ませんでしたので、後日、お知らせ致します。 

石田市長へ手交する笠見議長

会長 

【旧役員の皆さま】 お世話になりました 

前 議 長   鈴木和夫さん（フード連合） 

前副議長   遠藤一憲さん（電機連合） 

前 幹 事   舩﨑裕一さん（自治労全国一般） 

【新役員の皆さま】 よろしくお願いします 

議 長   笠見一也さん（全国農団労） 

副議長   鈴木和夫さん（フード連合） 

副議長   内藤陽介さん（（電機連合） 

幹 事   澤住祐司さん（自治労全国一般） 

幹 事   村岡正憲さん（自治労） 

笠見新議長の挨拶 総会の様子 議長団の挨拶 

山中教育委員会事務局長へ手交しました 


